
令和８年度 学校経営方針 

                                    松戸市立新松戸南小学校 

学校教育目標 

「心豊かに（笑顔・スマイル）・進んで学ぶ（夢・ドリーム）・元気な子（力・エネルギー）」 

 

基本方針 

本校のこれまで培ってきた良き伝統を継承しつつ、学習指導要領の趣旨を踏まえ、子どもたちがよりよい

社会と幸福な人生を主体的に切り拓き、持続可能な社会の創り手となることができるよう、「確かな学力」

「豊かな心」「健やかな体」の育成を目指し、生涯をたくましく「生きる力」を身に付けさせる。 

質の高い教育のため、働き方改革を一層進め、ウェルビーイングを大切にし、教職員自身が健康で元気に

教育活動に邁進できる持続可能な職場風土を確立し、「安心安全な学校」「地域・家庭と連携・協働する学校」

を土台として社会に開かれた教育課程を推進する。さらに、組織マネジメントを生かした「学級経営の工夫・

充実」、ICTを活用した「授業改善」を図り、「楽しい学校」づくりを基盤に置き、将来の社会の形成者を確

実に育成していくことを目指す。 

                                     

１  今年度の重点  

（１）例年通りではない創意工夫された教育活動 

 ・例年通りではない教育活動の展開 

 ・教職員の創意工夫による新しい教育活動 

 ・発達段階や児童の実態に応じた柔軟な教育活動 

 

（２）わかる授業の推進とタブレット端末（ＩＣＴ）の効果的な活用 

 ・主体的対話的で深い学びの実現 

 ・個別最適な学びと協働的な学び 

 ・総合的な学習の時間における探究活動の充実 

 ・目的に応じたICTを効果的に活用した授業の推進 

 

（３）組織マネジメントを生かす 

 ・学団・学年での指導（生徒指導・学習指導） 

 ・学年活動や学年学習を積極的に取り入れる。 

 ・教科担任制や交換授業を取り入れる。 

 

（４）社会に開かれた教育課程 

 ・地域・保護者ボランティアの積極的な人材活用 

 ・地域・保護者への積極的な学校公開 

 ・地域材（人材・教材）を生かした体験的な学習及び効果的な活用 

 

（５）カリキュラムマネジメントによる教育活動 

・SDGｓを意識した教科横断的な学習活動 



・言語活用科日本語分野の教科横断的な活用 

・各教科指導においての教科横断的な応用・活用 

 

（６）安心安全・きれいな学校づくり 

 ・これまで培ってきた安全教育の成果を生かした指導の継続 

・ＫＹＴ(危険予知トレーニング)の充実 

・実効性・即時性のある避難訓練・安全指導・安全点検の充実 

・整理整頓された学校、教室 

・学校、家庭、地域が連携し、子どもたちの安全を守る 

 

（７）読書活動の充実   

・教科学習での図書室活用 

・タブレット端末と学校図書館を併用した個別最適な学び 

 ・市立図書館と図書館司書、保護者ボランティア（どくしょ応援団）との連携 

 

（８）体力向上の推進 

 ・本校の体力水準の向上 

 ・行事と連動させた適時の体力向上計画 

 ・外遊びの充実（学級レクや教職員の遊び参加） 

 

２  資質能力の育成  

（１）コミュニケーション能力の育成 

○基本的な挨拶  

○豊かな心を育む生徒指導 

 ○言語活用科日本語分野や道徳の活用 

 ○認め合う学級経営・授業の実践 

 ○WEB Q-Uやいじめアンケートの分析・活用 

 ○コミュニケーションの場の設定 

 

（２）基礎・基本を身に付けた子の育成  

 ○学習規律の確立 

  忘れ物・時間を守る・座り方・机上の整理・鉛筆の持ち方・発表や返事の仕方・話の聞き方・ 

ノートの取り方・話し合いの仕方 など 

  ○読書活動の充実 

読書の推進・図書室と図書館司書の活用 

  ○ＩＣＴの効果的活用 

  ○体験的な活動の重視（出前授業やゲストティーチャー、校外学習の充実、地域材の活用等） 

  ○食育の充実（栄養士との連携、学級活動の工夫、給食指導の工夫、保護者への啓発 

  ○体力向上（運動量の確保・教科体育の工夫・休み時間の確保と外遊びの奨励・体育的行事の工夫 

  体力テスト結果の有効活用）  

 ○学力分析と有効活用 

 

 



（３）学習したことを活用できる子 

○主体的対話的で深い学びの実現 

○言語活動の充実 

○言語活用科の確実な実践と他教科での活用 

○振り返りの時間の確保（この時間で何ができるようになったか、何を学んだのか） 

 

（４）自分と友達を認められる子の育成 

○夢やめあての明確化 

○特別支援教育の充実 

（ユニバーサルデザインの視点、けやき、もくれん学級との交流、個別指導計画・支援計画の有効活

用） 

○道徳教育の充実（問題を自分事として考えられるようにする、体験的学習、考え議論する道徳の展開、

交換授業、出前授業） 

○長所を伸ばす指導（できるようになったことに目を向ける） 

○教育相談の充実 

○発達段階に応じたキャリア教育の充実 

○心がかよう環境づくり 

 

３  目指す教職員像 

（１）責任感と協調性をもち、互いに高め合える教職員 

（２）専門性を身に付け、成長し続ける教職員 

（３）心身ともに健康で、明朗・快活な教職員 

（４）不祥事を起こさない教職員 

（５）業務改善への意識が高い教職員 

（６）前例にとらわれない柔軟な発想と創造力で授業や教育活動を企画する教職員 

（７）周りのことにも気付ける教職員（環境・他の教職員の様子・安全・身だしなみ） 

 


